
質疑応答（第1回）

質問 回答

1
看護大敷地との一体利用ができるようになるとのこと
だが、複十字病院側からの出入りも可能となるのか。

今後、看護大と一体利用の方法等について協議をしていく
中で、確認をしてまいります。

2
松山地域市民センターの機能を移設するとの事だが、
移設されたセンターの機能とは何か？

センター機能として、複合施設内に、会議室を3部屋設け
ております。

3 駐車場台数が約30台とのことだが、足りないのでは。

中央公園内には、これ以上の駐車場のスペースを設ける
ことは難しいのですが、イベント開催時など、駐車場が満
車になることが想定されるような場合には、多目的広場を
臨時駐車場とすることも考えております。
また、看護大敷地にも一定数の駐車場がございますの
で、今後、協議を進めていきたいと考えております。

4
エントランスホールで合唱や楽器の演奏などのイベン
トもできるのでは、というお話があったが、どの程度の
規模のイベントが可能になるのか。

エントランスホールは、127㎡の広さがあり、様々なイベン
トができると考えております。
合唱をやられているということで、合唱につきましては、松
山地域市民センターでも、会議室で合唱やコーラスで利用
されている団体様が多くいらっしゃるとのことなので、1階
の会議室のうち1部屋を、合唱やコーラスで使えるような部
屋にしようと考えております。

5

計画当初より、調理室について、設置要望している
が、説明の中で、鉄道車両の中に『飲食ができるス
ペース』があるとのことだったが、『調理ができるスペー
ス』もあるのか。

調理室につきましては、市民を中心とした検討委員会でご
議論いただき、限られた整備面積の中で、法令等により設
置が必要となる設備や、その他求められる機能等につい
ても総合的に判断した結果、新たに整備する複合施設内
には設けないこととしました。
鉄道車両につきましては、今後、市民の皆様にご活用いた
だける利用方法について検討をしてまいります。

6 複合施設内の会議室の名称はどうなるのか。
会議室の名称につきましては、表示方法・サインを含めて
今後検討をしてまいります。

7
看護大敷地との一体利用の件は、ここにきて突然出て
きた話。経過について、もっと詳しく説明をしてほしい。

看護大と協議をしている中で、看護大としても、地域の皆
様に敷地内を開放し、使っていただきたいという思いがあ
り、フェンスを取り払って一体的に利用をしてもらうことが
双方にとって有益なものだという考えから一体的な利用に
至ったものです。

8

今回の報告会の中では、看護大との敷地境界にある
フェンスを取り払うということの説明はあったが、フェン
スを取り払った後、どのように、看護大敷地のどこまで
利用できるのかなどの説明が欲しい。

フェンスを取り払うなかで、利用者の皆様にはグランドやト
イレを活用いただく想定をしています。

9
読書テラスには、屋根の設置、パラソルの設置等は考
えているのか。

テラスにも、椅子の設置等を考えておりますが、什器の内
容については、今後、検討をしてまいりますが、パラソルの
設置等についても、いただいたご意見を参考に、今後検討
をしてまいります。



10
前回のワークショップの際には、鉄道車両は2両が並
列だった。今回、2両を連結した並びとなったのは何故
か。道路からの見通しが悪くなり、危険だと思うが。

鉄道車両の配置については、市民ワークショップでもオー
プンスペースの面積の確保について、ご意見をいただいた
こともあり、その後、設計者とも協議を進める中で、今回の
配置の方がよりオープンスペースの面積を確保できること
から、この配置とさせて頂きました。
また、防犯カメラの設置等をして、安全性には配慮をして
まいります。

11
エントランスホールの什器はどのようなものを考えてい
るのか。隈建築にふさわしい什器となるのか。

什器については、今後検討をしてまいります。

12

中央公園内には、現在、平和の塔や石碑がいくつか置
かれているが、それらはどうなるのか。
また、それらは清瀬の歴史にとってとても大切なものだ
と思うので、しっかりとアピールしてもらいたい。

平和の塔や石碑等については、現状の位置のまますべて
残します。
夜間については、公園内の照明計画の中で、ライトアップ
をすることも検討しております。

13
現在の中央公園内のテニスコートは、管理員が駐在し
ていないが、今後、テニスコートの管理はどうするの
か。

テニスコートの管理も含め、運営については、今後、指定
管理業者の選定の中で具体的な検討をしてまいります。

14
隈研吾さんの設計ということで、非常に楽しみにしてい
る。所沢のサクラタウンのように、インパクトのある、隈
先生らしい建物になるよう、期待している。

設計者として、今回の建築については、『森の中の家』をコ
ンセプトに、緑の街にふさわしい建築を考えております。

15
多目的広場の利用方法についてだが、予約制等にな
るのか。

多目的広場では、ゲートボール、バスケットボール、フット
サルなど、様々な球技ができる広場を考えておりますが、
ゲートボールについては、一定のスペースが必要となるこ
とから、平日の午前中等での予約制を検討しております。
ただ、基本的には予約は不要なスペースとさせていただい
ており、譲り合ってご利用いただきたいと考えております。


